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（都）徳島東環状線 阿波しらさぎ大橋
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事業の目的及び経緯

平成 ７年 ２月

平成１２年 ６月

平成１５年１２月

平成１９年 ５月

平成２４年 ４月

○自然環境に配慮した事業

○事業の目的

都市計画決定

事業認可

起工式

橋脚完成

開通・徳島東環状線
全線通行可能に

○経緯

吉野川河口干潟周辺環境や生物への影響
を可能な限り低減し，環境モニタリング
調査により，影響を監視

徳島市中心部の慢性的な渋滞を緩和する
ため，国道のバイパス的機能を有する
徳島東環状線の一部として整備
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（都）徳島東環状線 阿波しらさぎ大橋

事業概要
阿波しらさぎ大橋 L=1,291m

整備後

車道 ３．５ｍ×４車線
歩道 ４．０ｍ～６．０ｍ（干潟部）

一般図

断面図

整備後
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（都）徳島東環状線 阿波しらさぎ大橋

整備効果

■ 交通量の変化（吉野川渡河部）
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）

■ 大松～安宅の所要時間の変化

国道11号経由 ３０分

国道11号経由 ２５分

開通前

開通後64,006 51,851 51,809 51,687

12,233 14,283 17,625
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H22センサス H24.5.9 H24.9.26 H27.4.22

吉野川大橋 阿波しらさぎ大橋

5分
短縮

１６分
短縮

阿波しらさぎ大橋
経由 １４分

（分）

開通前 開通後

開通後

約２割を分担

阿波しらさぎ大橋完成により，
徳島東環状線が全線通行可能と
なり，国道11号・55号のバイパス

機能として，渋滞緩和に貢献

○吉野川大橋の交通量の約２割を分担

○徳島市北部から沖洲方面への

所要時間が大幅に短縮

開通前：H24.4.12,13,18,19,23 開通後：H24.9.25,26,H24.10.2

吉
野
川
大
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吉
野
川
橋

阿
波

徳島自動車道

吉野川

徳島環状線

徳島南環状道路

吉野川大橋
徳
島
東
環
状
線

６４，００６ → ５１，８５１

０ → １２，２３３

阿波しらさぎ大橋

－１２，１５５

＋１２，２３３

開通前：Ｈ２２センサス 開通後：Ｈ２４．５．９

四
国
横
断
自
動
車
道

し
ら
さ
ぎ

大
橋

大松

安宅
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（都）徳島東環状線 阿波しらさぎ大橋

ストック効果

津波一時避難場所

防災機能の向上

・緊急輸送道路
徳島東環状線が全線通行可能
国道１１号・５５号の代替路線

・津波一時避難場所
歩道部を避難場所として活用

健康増進に貢献

ウォーキングコースとして定着

案内板

とくしまマラソン２０１２
光の八十八箇所

観光面で活用

・ウォーキング，ジョギングコース
ウォーキングコースの案内板を設置
朝夕のウォーキングコースとして定着

・光の八十八ヶ所に
認定

・とくしまマラソンの
コース

利便性の向上

歩行者・自転車の利用増大
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歩行者数

開通後（H24.9.26）



（都）徳島東環状線 阿波しらさぎ大橋

自然環境への配慮

ケーブル1段配置

干潟部に橋脚を建てない

塔高を低く

鋼管矢板打設

防音管

防音壁

上部工の張出し架設

周辺の生物に配慮したLED歩道高欄内照明

環境アドバイザー会議

吉野川河口干潟や底生生物・鳥類等への様々な配慮を行った結果，

周辺環境への悪影響は確認されませんでした。

環境モニタリング調査
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